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責任者・山﨑恒雄
編纂人・小手川勲

5月末現在、全国主要都市は緊急事態宣言、
熊本もまん延防止等重点措置によりコロナ感
染終息に向けた取り組みが行われています。
4月の同窓会総会も2年連続でブラウン記念
チャペルで行いました。皆様の仕事や私生活に
おける苦悩をお察し申し上げます。
さて、「九州学院創立110周年記念式典」も

当初予定の規模縮小とオンライン併用の案で
検討されています。厳しい現状の中、震災復興特別募金も最終年度
を迎えました。
現在、募金は予定額の73％強の実績です。令和4年3月までの期

間に少しでも上積み出来ればと思います。芳名板には、寄付者を各
学年別に卒業回順で列挙する予定です。
半永久的に残されます。募金額の大小は関係なく掲載しますの

で、母校九州学院への震災復興特別募金にご協力いただきますよう
重ねてお願い申し上げます。
さて、同窓会事務局の強化と育英奨学基金の充実を図る為の、

同窓会新聞に同封します同窓会員による広告募集も2回目を数
え、掲載社数も着実に増えてきました。お蔭様で事務局は、小手川勲
（S24回）広報担当、村上洋也（S25回）参与、竹原聖子（S51回）
事務員の3人体制が整い、充実した運営が行われています。また、学
校事務の木庭浩一氏（Ｓ28回）にも卒業生への連携をとっていただ
いており、盤石となっています。
広告と、終身会費・年会費納入の方々のご協力もあって、今期は、

育英奨学基金の増資をし、九州学院に目に見える形で貢献したいと
思います。広告は次回より、ＱＲコードによる充実とカラー化を考え
たいと思います。コロナ禍でも、同窓会の活性化は着実に進んでい
ます。コロナの終息と皆様のご健勝を心よりご祈念申し上げます。

員
長（
Ｓ
34
回
）の
司
会
進

行
で
行
い
ま
し
た
。
山
﨑

恒
雄
同
窓
会
会
長
（
Ｓ
21

回
）・
阿
部
英
樹
九
州
学
院

院
長（
Ｓ
28
回
）の
挨
拶
の

後
、
三
浦
陽
二
氏 

（
Ｓ
28

回
）・
吉
永
王
起
氏
（
Ｓ
28

回
） 

が
議
長
団
に
選
出
さ

れ
、
杉
本
素
一
事
務
局
長

（
Ｓ
39
回
）に
よ
り
令
和
2

年
度
活
動
報
告
、
同
決
算

震災復興特別募金にご協力を
九州学院同窓会 会長　山﨑 恒雄（Ｓ21回）

敬愛寮50周年に想う
初代寮長　瀧口　巌（Ｓ23回）

　九州学院創立百十周年おめで
とうございます。敬愛寮は昭和
45年（1970年）に設立され、
昨年めでたく50周年を迎えま
した。設立当初は寮監長として
岩崎國春先生、大学を卒業され
たばかりの緒方徹先生と生徒76名での船出となり
ました。知らない者同士が一部屋に4人、同じ屋根
の下で同じ釜の飯を食べていると、学年が違ってい
ても50年経った今も声を掛け合う仲間であること
は有り難いことです。色々な思い出が有りますが、
高校生の一番食べ盛りのため夕飯をしっかり食べて
も夜、食堂へ再び行く者が多数、早く行かないと飯
が無くなる。そんな光景が何度もありました。今で
も続いているかもしれません。
　また、当時は男子校だったので、女子高校生との交
流がどうしたらできるかを一生懸命考えた記憶があ
ります。隣には女子高校があったので、窓からいつも
誰かが見ていたり等、まだまだここに書けない思い
出が甦ってきます。寮生活は誰もが経験できること
ではありません。それぞれの人生の中で多くの経験
を積んで、その経験を多くの人に役立てて欲しいで
すし、九学健児は「敬天愛人」にもあるように多くの
人を愛する人生であって欲しいと願っています。

■
４
月
◦
同
窓
会
定
期
総

会
を
実
施

■
５
月
◦
奨
学
金
授
与
式

10
年
会
費
に
つ
い
て
依
頼

■
６
月
◦
同
窓
会
新
聞
発

行
◦
同
窓
会
会
員
広
告
発
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９
月
◦
常
任
幹
事
会

■
10
月
◦
奨
学
生
・
給
費

生
を
励
ま
す
会
◦
高
校
３

年
役
員
に
10
年
会
費
に
つ

い
て
依
頼

■
11
月
◦「
九
学
通
信
」に

「
同
窓
会
だ
よ
り
」を
記
載

■
令
和
４
年
１
月
◦
若
手

の
会
主
管
チ
ャ
ペ
ル
成
人

式■
２
月
◦
「
九
学
通
信
」

に「
同
窓
会
だ
よ
り
」を
掲

載
◦
常
任
幹
事
会
◦
令
和

３
年
度
高
校
卒
業
生
（
Ｓ

74
）
に
同
窓
会
活
動
の
案

内
◦
新
卒
業
生
ク
ラ
ス
幹

事
と
の
懇
親
昼
食
会

■
３
月
◦
高
校
卒
業
式
、

新
卒
業
生
に
記
念
品
贈
呈

◦
中
学
卒
業
式
、
新
卒
業

生
に
記
念
品
贈
呈
◦
常
任

幹
事
会

※
令
和
２
年
度
・
３
年
度
、

２
年
連
続
で
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
大
同
窓
会
は

中
止
、
総
会
の
み
実
施

し
た
。
令
和
４
年
度
の

大
同
窓
会
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見

て
実
施
す
る
か
ど
う
か

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

※
正
副
会
長
会
、拡
大
正

副
会
長
会
は
、適
宜
開

催
の
予
定

※
各
委
員
会（
会
員
・
育
英

奨
学
・
企
画
・
広
報
）は
、

適
宜
開
催
の
予
定

※
各
支
部
総
会
へ
の
同
窓

会
役
員
の
出
欠
は
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
見
て
判

断
す
る
。

２
０
２
１
同
窓
会
活
動
計
画

4
月
16
日
㈮
午
後
6
時

よ
り
「
２
０
２
１
九
州
学

院
同
窓
会
定
期
総
会
」
を

九
州
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ブ
ラ
ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・

チ
ャ
ペ
ル
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
「
懇
親
会
」

は
中
止
と
し
、
感
染
防
止

対
策
を
充
分
に
施
し
て

「
定
期
総
会
」の
み
を
開
き

ま
し
た
。

総
会
に
は
約
40
人
が
出

席
し
、
松
永
修
尚
企
画
委

若
手
の
会
新
会
長
に

松
藤
太
門
氏（
Ｓ
50
回
）

同
窓
会
若
手
の
会
会
長

が
木
村
雄
治
氏（
Ｓ
49
回
）

か
ら
松
藤
太
門
氏（
Ｓ
50
回
）

に
替
わ
り
ま
し
た
。

大
同
窓
会
の
若
い
層
の

参
加
者
の
促
進
や
チ
ャ
ペ
ル

成
人
式
の
お
世
話
な
ど
同

窓
会
活
動
の
若
き
原
動
力

と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

九
州
学
院
は
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教

会（
ル
タ
ー
派
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師

チ
ャ
ー
ル
ズ・
Ｌ・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
ら
の
熱
心
な

呼
び
か
け
に
応
え
た
ア
メ
リ
カ
の
教
会
の
人
々

の
熱
い
祈
り
と
献
金
に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

１
９
９
１
年
の
創
立
80
周
年
を
機
に
男
子
校

か
ら
共
学
と
な
り
、
現
在
の
卒
業
生
は
約
3
万

人
を
数
え
、
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
中
で

す
。
２
０
２
１
年
に
創
立
110
周
年
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
、創
立
の
精
神
に
立
ち
返
り
つ
つ
九

州
学
院
の
新
た
な
未
来
に
向
け
て
、た
ゆ
み
な

い
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

熱い祈りと献金で
学院が誕生

〜ルーツは米国のルーテル教会〜

報
告
、
令
和
3
年
度
活
動

計
画
、
同
予
算
案
な
ど
の

審
議
が
な
さ
れ
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
二
年
に
一
度
の

２
０
２
１
九
州
学
院
同
窓
会
定
期
総
会
」を
開
催

〜
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
に
〜

11
月
19
日
㈮
に
桜
町
の

熊
本
城
ホ
ー
ル
で
創
立
１

１
０
周
年
記
念
式
典
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
記
念
礼
拝
・
式

典
の
模
様
が
リ
ア
ル
配
信

さ
れ
ま
す
が
、
場
所
に
つ

き
ま
し
て
は
九
州
学
院
ブ

ラ
ウ
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・

チ
ャ
ペ
ル
に
変
更
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
在
校
生
・
同
窓
生

に
よ
る
音
楽
や
お
笑
い
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
中
心

と
し
た
「
Ｋ
Ｇ
ス
タ
イ
ル

フ
ェ
ス
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
世
界
の
ど
こ
か

ら
で
も
同
窓
生
が
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
母
校
の
創
立

１
１
０
周
年
を
お
祝
い
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

な
お
、
式
典
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
追
っ
て
九
州
学
院
Ｈ

Ｐ
に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

祝
・
創
立
110
周
年

11
月
19
日
に
記
念
式
典

東
京
五
輪
の
聖
火
リ

レ
ー
が
福
島
を
3
月
25
日

に
出
発
し
、
5
月
5
日
、

6
日
に
熊
本
県
内
を
巡
り

ま
し
た
。

名
誉
あ
る
聖
火
ラ
ン
ナ

ー
に
は
モ
ス
ク
ワ
五
輪

日
本
代
表
の
木
庭
浩
一

九
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
監
督

（
Ｓ
28
回
）、
北
京
五
輪
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
の
末
續
慎
吾

氏（
Ｓ
51
回
）二
人
の
オ
リ

ン
ピ
ア
ン
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
田
山
淳
朗
氏（
Ｓ
25
回
） 

の
他
に
、 

松
岡
隆
志
氏

（
Ｓ
34
回
）、
三
角
雄
介
氏

（
Ｓ
47
回
）、
松
本
啓
佑
氏

（
Ｓ
51
回
）、
野
村
和
矢
氏

（
Ｓ
58
回
）
の
計
７
人
の

九
学
同
窓
生
が
聖
火
ト
ー

チ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

県
内
最
後
の
ス
テ
ー
ジ

の
熊
本
市
で
は
公
道
で
の

リ
レ
ー
が
中
止
と
な
り
熊

本
城
二
の
丸
公
園
駐
車
場

内
の
周
回
と
な
り
、
木
庭

浩
一
氏
が
笑
顔
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

木
庭
氏
は
日
本
五
輪
委

員
会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）の
山
下
泰

裕
現
会
長（
名
誉
卒
業
生
・

Ｓ
28
回
）
と
共
に
１
９
８

０
年
の
モ
ス
ク
ワ
五
輪
代

表
に
選
ば
れ
な
が
ら
日

本
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
苦

い
思
い
出
が
あ
り
「
40
年

遅
れ
で
の
晴
れ
の
舞
台
に

選
ん
で
頂
き
光
栄
で
す
。」

と
感
無
量
の
様
子
で
し

た
。ラ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
末

續
慎
吾
氏
が
聖
火
台
に
点

火
し
て
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー

７
人
の
同
窓
生
が
ト
ー
チ
ラ
ン
ナ
ー
に

役
員
改
選
の
年
で
な
く
、

現
役
員
体
制
で
同
窓
会
を

運
営
し
て
参
り
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

母校の未来に光あれ～3万余の同窓生 今心ひとつに～
～2021・学院創立110周年～

母校の未来に光あれ～3万余の同窓生 今心ひとつに～
～2021・学院創立110周年～

聖火トーチを掲げる2人のオリンピアン
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天に召された偉大な先輩
城西国際大学経営情報学部 教授  七井 誠一郎（S37回）

2016年に同窓会報に「ふたりの先輩」という題で、
私が大学で同勤した2人の先輩とのエピソードをご紹介
させていただきました。お一人は、メディア学部教授で
あり、現在は学長補佐の要職に就いてご活躍中の袁福之
先生（S29回）です。そして、もう一人の先輩が日本を
代表する古生物学者で、我々同窓生にとって大先輩とな
る特任教授の上野輝彌先生（S1回）でした。既に東九通
信（東京九学会会報）でもお知らせがあったように、上
野先生（享年90歳）は2021年2月23日に天に召され
ました。上野先生とはコロナ禍以前となる東京九学会の
同窓会でもお会いする機会がありました。その時も大先
輩方と笑顔で語り合い、校歌を高らかに歌うお姿が非常
に印象的でした。日本を代表する偉大な研究者でもあり、
こよなく母校を愛する先生のお姿に私は感銘を受けたの
でした。先生はシーラカンス研究の第一人者であり、長
年にわたり上皇陛下とも研究活動をご一緒されるなど幅
広い分野でご活躍されてこられました。その上野先生と
のお話しの中で「僕はね、九州学院での先生との出会い
と学びがあったから、今があるんだ。だから私も若い人
達にそうでありたい」と笑顔で仰っていたのが忘れられ
ません。それは偉大な大先輩から「九学魂」の薫陶を受

けた瞬間でし
た。上野先生
を偲び、安ら
かな眠りにつ
かれますよう
心よりお祈り
申し上げます。

全
日
本
剣
道
選
手
権
女
子

で
諸
岡
三
段
が
初
優
勝

諸
岡
温
子
氏（
Ｊ
69
回
）

３
月
14
日
㈰
、
長
野

市
真
島
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ア

リ
ー
ナ
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン

グ
」
で
開
か
れ
た
、
第
68

回
全
日
本
剣
道
選
手
権
と

第
59
回
全
日
本
女
子
選
手

権
に
お
い
て
、
諸
岡
温
子

三
段
（
Ｊ
69
回
・
中
央
大

2
年
）
が
女
子
の
頂
点
に

立
ち
ま
し
た
。

20
歳
の
諸
岡
三
段
は
決

勝
で
山
崎
里
奈
四
段
（
明

治
大
3
年
）
と
対
戦
し
延

長
戦
で
見
事
な
面
を
決
め

て
、
日
本
最
高
峰
の
大
会

で
初
出
場
か
ら
一
気
に
頂

点
ま
で
駆
け
上
が
り
ま
し

シリーズ

羽
ば
た
く
同
窓
生

た
。「
自
分
が
優
勝
し
た

と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
せ

ん
」
と
試
合
後
夢
見
心
地

に
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

男
子
も
星
子
啓
太
四
段

（
Ｓ
69
回
・
筑
波
大
4
年
）

が
3
位
に
入
り
ま
し
た
。

九
学
Ｏ
Ｂ
4
人
が「
熊
本

市
親
善
大
使
」に
就
任

村
上
宗
隆
氏（
Ｓ
70
回
）

今
年
も
ヤ
ク
ル
ト
4
番

打
者
と
し
て
活
躍
を
続
け

る
村
上
宗
隆
選
手
（
Ｓ
70

回
）
が
、
こ
の
ほ
ど
「
熊

本
市
親
善
大
使
」
に
就
任

し
ま
し
た
。
同
大
使
に
は

熊
本
市
の
魅
力
を
広
く
国

内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
く
、
市

ゆ
か
り
の
著
名
人
が
任
命

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

そ
の
他
に
歌
手
の
石
川

さ
ゆ
り
さ
ん
、
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
・
Ｈ
Ｋ
Ｔ
48
で

活
躍
す
る
田
中
美
久
さ
ん

等
13
人
が
選
ば
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
田
山
淳
朗

氏（
Ｓ
25
回
）、
末
續
慎
吾

氏（
Ｓ
51
回
）、
高
良
健
吾

氏（
Ｓ
58
回
）の
名
前
も
あ

り
、
今
年
は
九
学
出
身
の

大
使
が
な
ん
と
4
人
と
な

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
役
に

立
つ
善
人
と
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
く
ま
も
と
復
興
映

画
祭
２
０
２
１
」に

高
良
健
吾
氏（
Ｓ
58
回
）

熊
本
地
震
の
被
災
地
を

映
画
で
元
気
に
し
よ
う
と

２
０
１
７
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
く
ま
も
と
復
興
映
画

祭
」
が
今
年
も
4
月
16
〜

18
日
に
熊
本
城
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初

日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
青
天
を
衝
け
」で
好
演
し

て
い
る
高
良
健
吾
氏
（
Ｓ

58
回
）
が
舞
台
挨
拶
に
立

ち
、
同
氏
出
演
の
「
く
れ

な
ず
め
」
な
ど
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

肥
後
宗
像
家
に
関
す

る
文
書
で
新
発
見

花
岡
興
史
氏（
Ｓ
32
回
）

九
州
大
学
比
較
社
会
研

究
院
の
学
術
研
究
者
花
岡

興
史
氏
は
（
Ｓ
32
回
）
は
、

球
磨
郡
多
良
木
町
の
依
頼

で
、
世
界
遺
産
・
宗
像
大

社
（
福
岡
県
宗
像
市
）
の

大
宮
司
宗
像
家
の
子
孫
と

さ
れ
る
肥
後
宗
像
家
に
関

す
る
文
書
調
査
を
行
い
、

天皇皇后両陛下と懇談
〜草村高森町長（Ｓ38回）や児童ら〜

阿蘇郡高森町の草村大成町長（Ｓ38回）、佐藤増夫教育長（Ｓ
20回）、馬原恵介前教育委員会事務局長（Ｓ33回）の九学Ｏ
Ｂトリオは、全国に先駆けて高森町の小学校教育のデジタル
化を推進してきました。
そのことが評価され天皇皇后両陛下のこどもの日にちなん
だ児童施設訪問として高森中央小学校が選ばれ、5月12日㈬
午後に東京・赤坂御所と高森町をインターネットで結んで両
陛下が同小の児童とオンラインで懇談される栄えある機会に
恵まれました。
両陛下は、町内の児童１人に１台タブレット端末を配付す
るなどの教育のデジタル化の取り組みについて、草村町長、
佐藤教育長から説明を受けられ、児童とも懇談されました。
草村町長は「熊本地震や豪雨災害についてお見舞いの言葉

をいただき、10
年前から進めて
きた私達のＩＣ
Ｔ教育の取り組
みにも、関心を
持っていただき
感謝しておりま
す」と喜びを語
りました。

小
早
川
秀
秋
や
熊
本
藩
主

の
細
川
忠
利
か
ら
の
書
状

な
ど
４
点
を
新
た
に
確
認

し
ま
し
た
。

「
そ
れ
ま
で
宗
像
家
の

子
孫
は
断
絶
し
た
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
調
査

に
よ
り
宗
像
と
い
う
名
前

を
伝
え
て
肥
後
に
来
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
一
番
重

要
」（
花
岡
氏
談
）

多
良
木
町
は
調
査
報
告

書
を
限
定
販
売
す
る
ほ

か
、
古
文
書
を
9
月
か
ら

町
の
埋
蔵
文
化
財
等
セ
ン

タ
ー
で
公
開
の
予
定
で
す
。

北朝鮮拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を
松木氏は1980年スペイン留学中に拉致され、
現在も北朝鮮に抑留。弟の信宏氏（S43回）
が家族会で活動中。

２
月
25
日
㈭
、
高
校
3

年
生
卒
業
式
前
登
校
日
の

放
課
後
、
1
号
館
会

議
室
に
お
い
て
九
州

学
院
同
窓
会
主
催
に

よ
る
「
新
卒
業
生
ク

ラ
ス
代
表
と
同
窓
会

役
員
の
懇
親
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
同
窓
会
の

新
た
な
仲
間
と
な
る

新
卒
業
生
の
ク
ラ
ス

代
表
と
同
窓
会
幹
部

と
の
連
携
強
化
と
親

睦
を
目
的
に
、
毎
年

こ
の
時
期
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
に
は
各
ク
ラ
ス
代

表
生
徒
、
同
窓
会
役
員
、

教
職
員
な
ど
総
勢
約
50
人

が
集
い
、
お
互
い
の
自
己

紹
介
の
み
で
弁
当
の
持
ち

帰
り
と
な
り
ま
し
た
。

新
卒
代
表
・
同
窓
会
役
員

恒
例
の
懇
親
会
を
開
催

５
月
10
日
㈪
、
1
号
館

会
議
室
に
お
い
て
２
０
２

１
年
度
九
州
学
院
ナ
ル
ド

の
壷
奨
学
生
に
対
す
る
認

証
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
１
９
８
１

年
の
創
立
70
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
１
９
８

３
年
か
ら
九
州
学
院
同
窓

会
が
始
め
た
育
英
奨
学
事

業
が
、
２
０
１
５
年
か
ら

「
九
州
学
院
ナ
ル
ド
の
壷

基
金
」
に
組
み
入
れ
て
継

続
し
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
は
、
中
高
に
在
籍
す

る
奨
学
生
Ａ
有
資
格
者
の

中
か
ら
特
に
優
秀
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
人
に
対
し

て
奨
学
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

成
績
優
秀
者
に
対
し

同
窓
会
か
ら
奨
学
金

「
負
け
な
い
花
」

（
熊
本
地
震
復
興
応
援
ソ

ン
グ
・
Ｃ
Ｄ
）

山
口
文
徳
（
Ｓ
29
回
）
作

詞
・
作
曲
（
歌
・
桜
伊
織
）

「
わ
れ
山
に
む
か
い
て
目

を
あ
ぐ
」

長
岡
立
一
郎（
Ｓ
17
回
）著

（
有
限
会
社
リ
ト
ン
発
行
・

１
８
０
０
円
＋
税
）

「
真
夜
中
の
メ
ロ
ス
た
ち
」

葉
山
耕
司（
Ｓ
32
回
）編
著

（
㈱
ジ
ー
エ
ー
ク
レ
ア
ス
・

１
０
０
０
円
＋
税
）

「
あ
ひ
る
の
大
冒
険
」

島
田
彰
治
（
Ｓ
26
回
）
著

（
幻
冬
舎
（
電
子
図
書
）・

９
０
０
円
＋
税
）

２
０
２
０
年
１
月
か
ら

同
窓
会
終
身
会
費 

（
満
60

歳
以
上
一
括
1
万
円
、60

歳
未
満
は
2
万
円
）を
納

入
さ
れ
た
方
に
返
礼
と
し

て
有
田
焼
の
特
製
九
学
バ

ッ
チ
を
お
渡
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
年
会
費
は
２
０

０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

〈S1回卒は1948年卒業〉
九州学院では、1948

年度の新制高校の第1回

の卒業生（1946年入学）

をSenior（高校）の頭文

字をとってS1回、新制中

学校卒業生は1948年が

第1回となり、J（Junior）

1回と呼びます。因みに

2021年3月の卒業生は

S73回、J74回です。

同
窓
会
終
身
会
費

納
入
者
に
記
念
品

同
窓
生
の
新
刊
本
な
ど
の
紹
介

今
年
度
の
育
英
奨
学
金

支
給
対
象
者
は
新
入
生
を

含
め
て
中
学
生
3
人
、
高

校
生
3
人
が
選
ば
れ
、
授

与
式
で
は
阿
部
院
長
・
校

長
と
青
山
育
英
奨
学
委
員

長
が
激
励
の
言
葉
を
述

べ
、
奨
学
生
一
人
一
人
に

認
定
証
と
奨
学
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。

母
校
九
州
学
院
の
１

１
０
周
年
記
念
式
典
・
Ｋ

Ｇ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ス
の
特

設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い

て
、
同
窓
の
皆
様
か
ら
の

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
広

告
を
受
け
付
け
中
で
す
。

九
州
学
院
Ｈ
Ｐ
で
詳
細

を
ご
覧
の
上
、
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

広
告
掲
載
の
お
願
い

左から佐藤氏、草村氏、馬原氏

左から七井氏、上野氏、袁氏




